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授　業　科　目
単
位
数

必
修
選
択
別

週あたりの授業時間数と開講期
備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2
外国語教育科目

1 総合英語Ⅰ 1 ◎ 2
2 総合英語Ⅱ 1 ◎ 2
3 総合英語Ⅲ 1 ◎ 2
4 総合英語Ⅳ 1 ◎ 2
5 発信英語Ⅰ 1 ◎ 2
6 発信英語Ⅱ 1 ◎ 2
7 発信英語Ⅲ 1 ● 2
8 発信英語Ⅳ 1 ● 2
9 専門英語Ⅰ 1 ● 2
10 専門英語Ⅱ 1 ● 2
11 応用英語Ⅰ 1 ● 2
12 応用英語Ⅱ 1 ● 2
13 実用英語（TOEIC 対応クラス 600） 1 ● 2 （2）
14 実用英語（アカデミックライティング） 1 ● 2 （2）
15 実用英語（プレゼンテーション） 1 ● 2 （2）
16 ドイツ語Ⅰ 1 ● 2
17 ドイツ語Ⅱ 1 ● 2
18 フランス語Ⅰ 1 ● 2
19 フランス語Ⅱ 1 ● 2
20 中国語Ⅰ 1 ● 2
21 中国語Ⅱ 1 ● 2
22 ハングルⅠ 1 ● 2
23 ハングルⅡ 1 ● 2
24 海外語学研修Ａ 1 ○ 2 2
25 海外語学研修Ｂ 2 ○ 4 4
26 海外語学研修Ｃ 2 ○ 4 4
27 海外語学研修Ｄ 3 ○ 6 6
28 日本語 4 ○ 4
29 日本語会話 4 ○ 4
30 日本語理解 2 ○ 2
31 日本語表現 2 ○ 2
32 基礎日本語 2 ○ 2 （2）

※外国人留学生は，母国語の科目を選択履修することはできない。
（注１）「発信英語Ⅲ」，「発信英語Ⅳ」，「実用英語（TOEIC対応クラス600）」，「実用英語（アカデミックライティング）」，

「実用英語（プレゼンテーション）」，「ドイツ語Ⅰ」，「ドイツ語Ⅱ」，「フランス語Ⅰ」，「フランス語Ⅱ」，「中国語Ⅰ」，
「中国語Ⅱ」，「ハングルⅠ」，「ハングルⅡ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。

（注２）「専門英語Ⅰ」または「応用英語Ⅰ」のうちいずれか１単位，「専門英語Ⅱ」または「応用英語Ⅱ」のうちいずれか
１単位を選択必修科目として修得すること。

（注３）・外国人留学生は，「基礎日本語」を除く日本語教育科目の単位を修得することにより，外国語教育科目の必修科目
の６単位および「専門英語Ⅰ」，「専門英語Ⅱ」，「応用英語Ⅰ」または「応用英語Ⅱ」の選択必修科目の２単位を
修得したものとみなすことができる。

　　　 ・日本語教育科目は外国人留学生対象の科目であり，他の学生は履修できない。
　　　 ・「基礎日本語」は卒業に必要な総単位数に加えることはできるが，卒業・進級に必要な外国語教育科目の単位に加

えることはできない。

Ａ 経営学部共通科目　外国語教育科目

（注１）

（注２）

（注３）

（注１）

Ⅱ　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム



－ 115 －

授　業　科　目
単
位
数

必
修
選
択
別

週あたりの授業時間数と開講期
備　考1年次 2年次 3年次 4年次

春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2
教養教育科目

1 初 年 次
教育科目 フレッシュマンセミナー 1 ◎ 2

2

人　
　

間　

・　

社　
　

会　
　

科　
　

学　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目

心理学Ａ 1 ○ 2 2
3 心理学Ｂ 1 ○ 2 2
4 哲学Ａ 1 ○ 2 2
5 哲学Ｂ 1 ○ 2 2
6 論理学Ａ 1 ○ 2 2
7 論理学Ｂ 1 ○ 2 2
8 倫理と宗教Ａ 1 ○ 2 2
9 倫理と宗教Ｂ 1 ○ 2 2
10 文学Ａ 1 ○ 2 2
11 文学Ｂ 1 ○ 2 2
12 日本史Ａ 1 ○ 2 2
13 日本史Ｂ 1 ○ 2 2
14 外国史Ａ 1 ○ 2 2
15 外国史Ｂ 1 ○ 2 2
16 マスメディア論Ａ 1 ○ 2 2
17 マスメディア論Ｂ 1 ○ 2 2
18 ニュース理解Ａ 1 ○ 2 （2）
19 ニュース理解Ｂ 1 ○ 2 （2）
20 政治学Ａ 1 ○ 2 2
21 政治学Ｂ 1 ○ 2 2
22 国際関係論Ａ 1 ○ 2 2
23 国際関係論Ｂ 1 ○ 2 2
24 国際バカロレア概論 2 ○ 4（4）
25 海外文化研修 2 ○ 4 4
26 経済学Ａ 1 ○ 2 2
27 経済学Ｂ 1 ○ 2 2
28 環境と社会Ａ 1 ○ 2 2
29 環境と社会Ｂ 1 ○ 2 2
30 日本国憲法 2 ○ 2 2
31 法学Ａ 1 ○ 2 2
32 法学Ｂ 1 ○ 2 2
33 考古学Ａ 1 ○ 2 2
34 考古学Ｂ 1 ○ 2 2
35 比較文化論Ａ 1 ○ 2 2
36 比較文化論Ｂ 1 ○ 2 2
37 社会と人間Ａ 1 ○ 2 2
38 社会と人間Ｂ 1 ○ 2 2
39 福祉環境論Ａ 1 ○ 2 2
40 福祉環境論Ｂ 1 ○ 2 2
41 岡山学Ａ 1 ○ 2
42 岡山学Ｂ 1 ○ 2
43 健康の科学 2 ○ 2 2
44 生涯スポーツ 1 ○ 2 2
45 スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ） 2 ○ 4
46 スポーツとフィールド科学（ヨット） 1 ○ 2
47 スポーツとフィールド科学（ゴルフ） 1 ○ 2 2
48 スポーツとフィールド科学（テニス） 1 ○ 2
49 スポーツとフィールド科学（ボウリング） 1 ○ 2 2
50 スポーツとフィールド科学（スキー） 1 ○ 2
51 ボランティア論Ａ 1 ○ 2 2
52 ボランティア論Ｂ 1 ○ 2 2
53 ボランティア活動Ａ 1 ○ 2 2
54 ボランティア活動Ｂ 1 ○ 2 2
55 日本の文化と歴史ⅠＡ 1 ○ 2 2
56 日本の文化と歴史ⅠＢ 1 ○ 2 2
57 日本の文化と歴史ⅡＡ 1 ○ 2 2
58 日本の文化と歴史ⅡＢ 1 ○ 2 2
59 キ

ャ
リ
ア

教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ 1 ● （2） 2
60 文章表現法基礎編Ｂ 1 ● （2） 2
61 プレゼンテーション基礎編Ａ 1 ● （2） 2
62 プレゼンテーション基礎編Ｂ 1 ● （2） 2

Ｂ 経営学部共通科目　教養教育科目

（注１）

（
注
２
）

（
注
３
）
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授　業　科　目
単
位
数

必
修
選
択
別

週あたりの授業時間数と開講期
備　考1年次 2年次 3年次 4年次

春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2
63

キ

ャ

リ

ア

教

育

科

目

教養演習Ａ 1 ● （2） 2
64 教養演習Ｂ 1 ● （2） 2
65 企業と人間Ａ 1 ● （2） 2
66 企業と人間Ｂ 1 ● （2） 2
67 キャリア形成講座Ａ 1 ● （2） 2
68 キャリア形成講座Ｂ 1 ● （2） 2
69 学びの基礎論Ａ 1 ● 2
70 学びの基礎論Ｂ 1 ● 2
71 地域フィールドスタディＡ 1 ● 2
72 地域フィールドスタディＢ 1 ● 2
73 企業情報特論Ａ 1 ● 2
74 企業情報特論Ｂ 1 ● 2
75 インターンシップ概論 1 ● 2 2 2 2
76 インターンシップA 1 ○ 4 4 4 4
77 インターンシップB 2 ○ 8 8 8 8
78 インターンシップC 3 ○ 12 12 12 12
79 文章表現法応用編Ａ 1 ● 2 （2）
80 文章表現法応用編Ｂ 1 ● 2 （2）
81 プレゼンテーション応用編Ａ 1 ● 2 （2）
82 プレゼンテーション応用編Ｂ 1 ● 2 （2）
83 教職のための文章表現法 2 ○ 2 （2）
84 教職のためのプレゼンテーション 2 ○ 2 （2）
85 技術者の社会人基礎Ａ 1 ○ 2 （2）
86 技術者の社会人基礎Ｂ 1 ○ 2 （2）
87 経営工学Ａ 1 ○ 2 （2）
88 経営工学Ｂ 1 ○ 2 （2）
89 技術マネジメントＡ 1 ○ 2 （2）
90 技術マネジメントＢ 1 ◯ 2 （2）
91

科

学

技

術

教

育

科

目

身近な物理学Ⅰ 1 ○ 2 2
92 身近な物理学Ⅱ 1 ○ 2 2
93 身近な化学Ⅰ 1 ○ 2 2
94 身近な化学Ⅱ 1 ○ 2 2
95 身近な生物学Ⅰ 1 ○ 2 2
96 身近な生物学Ⅱ 1 ○ 2 2
97 身近な地学Ⅰ 1 ○ 2 2
98 身近な地学Ⅱ 1 ○ 2 2
99 身近な数学Ⅰ 1 ○ 2
100 身近な数学Ⅱ 1 ○ 2
101 科学技術倫理A 1 ○ 2 （2）
102 科学技術倫理B 1 ○ 2 （2）
103 現代人の科学A 1 ○ 2（2）（2）（2）
104 現代人の科学B 1 ○ 2（2）（2）2
105 現代人の科学C 1 ○ （2）（2）2（2）
106 現代人の科学D 1 ○ （2）2（2）2
107 現代人の科学E 1 ○ 2 2（2）（2）
108 現代人の科学F 1 ○ 2（2）2（2）
109 科学技術と人間A 1 ○ 2 2
110 科学技術と人間B 1 ○ 2 2
111 科学・工作ボランティア入門 2 ○ 2
112 科学ボランティア実践指導Ⅰ 1 ○ 2
113 科学ボランティア実践指導Ⅱ 1 ○ 1 （1）
114 科学ボランティア活動 1 ○ 2 （2）
115 ワインの歴史と風土・文化 1 ○ 2
116 ワインの科学 1 ○ 2
117 生命の化学概論 1 ○ 2

（注１）「日本の文化と歴史ⅠＡ」，「日本の文化と歴史ⅠＢ」，「日本の文化と歴史ⅡＡ」および「日本の文化と歴史ⅡＢ」は
外国人留学生対象の科目であり，他の学生は履修できない。

（注２）キャリア教育科目のうち選択必修科目（●）から４単位を卒業までに修得しなければならない。
（注３）「文章表現法基礎編Ａ」，「文章表現法基礎編Ｂ」，「プレゼンテーション基礎編Ａ」，「プレゼンテーション基礎編

Ｂ」，「教養演習Ａ」，「教養演習Ｂ」，「企業と人間Ａ」，「企業と人間Ｂ」，「キャリア形成講座Ａ」，「キャリア形成講
座Ｂ」，「学びの基礎論Ａ」および「学びの基礎論Ｂ」の12科目は，１年間に２科目まで履修できる。

（注４）「学びの基礎論Ａ」および「学びの基礎論Ｂ」は１年次のみ受講でき，再履修できない。
（注５）「地域フィールドスタディＡ」または「地域フィールドスタディＢ」を履修する者は，「学びの基礎論Ａ」または

「学びの基礎論Ｂ」のどちらか１単位を修得していなければならない。

（注４）

（注５）

（
注
２
）

（
注
３
）

（
注
２
）

Ⅱ　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム



－ 117 －

Ｃ 経営学部共通科目　プロジェクト科目

授　業　科　目
単
位
数

必
修
選
択
別

週あたりの授業時間数と開講期
備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2
プロジェクト関連科目

1 Ｉ
Ｂ
教
員
養
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

ＩＢ教育課程論 ※ 1 ○ 2 2

2 ＩＢ教育方法論 ※ 1 ○ 2 2

3 ＩＢ教育評価論 ※ 2 ○ 4（4）

4 ＤＰ教育実践研究Ⅰ ※ 2 ○ 8（8）

5
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

ブドウ栽培学 1 ○ 2

6 生命の基礎化学 1 ○ 2

7 発酵と微生物 1 ○ 2

8 ワイン醸造法 1 ○ 2

9 ワインプロジェクト実習Ⅰ ※ 1 ○ 2 （注１）（注４）

10 ワインプロジェクト実習Ⅱ ※ 1 ○ 1 （注２）（注４）

11 ワインプロジェクト実習Ⅲ ※ 1 ○ 1 （注３）（注４）

（注１）「ワインプロジェクト実習Ⅰ」を履修する者は，「ワインの歴史と風土・文化」の単位を修得済みであり，「ワインの
科学」を同時に履修している，又は単位を修得済みであること。

（注２）「ワインプロジェクト実習Ⅱ」を履修する者は，「ワインプロジェクト実習Ⅰ」の単位を修得済みであり，「ワインの
歴史と風土・文化」「ワインの科学」「ブドウ栽培学」「生命の基礎化学」の４科目から３単位以上を修得しているこ
と。

（注３）「ワインプロジェクト実習Ⅲ」を履修する者は，「ワインプロジェクト実習Ⅰ」の単位を修得済みであり，「ワインプ
ロジェクト実習Ⅱ」の単位を修得済み又は，履修中であること。また，「ワインの歴史と風土・文化」「ワインの科学」
「ブドウ栽培学」「生命の基礎化学」「生命の化学概論」「発酵と微生物」「ワイン醸造法」の７科目から５単位以上修
得していること。

（注４）「ワインプロジェクト実習Ⅰ」「ワインプロジェクト実習Ⅱ」「ワインプロジェクト実習Ⅲ」は，ワイン発酵科学セン
ター及びワイナリーにて実施する。定員は20名程度とし，各科目30時間以上の実習をもって１単位を認定する。

（注５）※の授業科目は，卒業・進級に必要な単位に含めることができない。
（注６）ＩＢ教員資格取得およびワインプロジェクトプログラム修了に必要な授業科目及び単位数についてはP.30・31を参

照すること。
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